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Ⅰ 研究の背景と目的 

１．概要 

 本共同研究プロジェクトでは，言葉（言語）と指示対象（意味）の連合に関する研究を

行なった。今年度は，単語の評価を無意味語に結びつける検証，単語と複数の指示対象の

連合学習と単語と単一の指示対象の連合学習の違いに関する検証の成果を発表した。また，

継続研究（言語の音と運動の関係，新奇語と指示対象の連合学習，日本語の擬音語と擬態

語に関する継続研究），新たな研究（単語の感情評価，左右認識と文字習得，韻と韻律に関

する検証）も行なった。 

 

１．言葉と指示対象の連合 

言葉は，その言葉が指し示すもの（指示対象，意味）と連合する（e.g., Paivio et al., 1989）。
言葉には，文字，音声，点字，手話などの形式がある。指示対象は，視覚，聴覚，触覚，

味覚，嗅覚などの感覚，運動，そして感情の情報などがある。指示対象（意味）がない言

葉は，無意味語（無意味つづり，無意味音節）として扱われる。指示対象（意味）がない

単語は学習が難しくなると考えられている（e.g., 梅本他，1955）。一方で，指示対象がな

いとされる無意味語に含まれる音（e.g., Körner & Rummer, 2023; Rummer et al., 2014），もし

くは文字（の形; e.g., Cuskley et al., 2017）が何らかの指示対象（意味）を表していると考え

られてきた。 
 
２．研究目的 

本研究の目的は，言葉と指示対象の連合に関わる次の点を検証することであった。第一

に，日本語の単語と結びつく感情情報が日本語の無意味語に結びつくのか，という点につ
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いて検証した。第二に，参加者に複数の指示対象を単一の単語（熟知価の低い単語）と結

び付けて学習させた場合と単一の指示対象を単一の単語（熟知価の低い単語）と結び付け

て学習した場合の記憶成績の違いについて検証した。これら２つの検証は，これまでの共

同研究プロジェクトから継続して行なわれた。今年度はこれらの継続研究の成果を発表し

た。また，その他にこれまで継続して行なっている検証と新たな検証も進めた。 
（神原利宗＊・服巻 豊・進矢正宏・Russell S. Kabir） 

 

Ⅱ 研究成果 

１．日本語の単語に付随する感情評価を無意味語に結びつける研究 

単語には連合する意味がある。Staats and Staats (1957) は英語の単語の意味（評価，活動，

強さ）が近いタイミングで提示された無意味語に結び付けられることを報告した。実験で

は，YOF のような無意味語と beauty のような単語を使用した。その後，Staats らは特定の

英語の単語（e.g., Dutch）と英語の単語（e.g., happy などのポジティブに感じる単語）の意

味（評価）を結びつける研究を行ない，英語の単語の評価（e.g., ポジティブな評価）が特

定の英語の単語（e.g., Dutch）に結びつけられることを明らかにした（Staats & Staats, 1958）。
また，特定の英語の単語（e.g., carpet）と英語の単語の意味（e.g., beauty などのポジティブ

に感じる単語）を結びつける研究も行ない，英語の単語の評価（e.g., ポジティブな評価）

がその特定の英語の単語の類義語（e.g., rug）の評価にも結び付けられることを発見した

（Staats et al., 1959）。以上の研究は，半世紀以上前の研究であるが，その後も単語の意味

を他の単語に結びつける検証は行なわれてきた（e.g., Cicero & Tryon, 1989; Tryon & Cicero, 
1989）。 

本研究では，日本語の単語の意味が近いタイミングで提示された無意味語に結びつくか

どうか，について検証を行なった。無意味語は梅本他（1955）から選定した。調査１では，

Staats and Staats (1957) で使用された英語の単語を参考にポジティブな単語，ネガティブな

単語，活動的な単語，非活動的な単語を集めた。 
実験１では，ポジティブな単語と近いタイミングで提示する無意味語とネガティブな単

語と近いタイミングで提示する無意味語の評価について検証した。実験では，参加者に無

意味語がポジティブかどうかを評価する課題（評価フェーズ）を行なわせた。次に，参加

者にポジティブな単語と近いタイミングで無意味語を提示する試行とネガティブな単語と

近いタイミングで無意味語を提示する試行を提示した（条件づけフェーズ）。なお，各試行

において，参加者は提示された単語を復唱した。最後に，参加者は２回目の評価フェーズ

を行なった。結果として，ポジティブな単語と近いタイミングで提示された無意味語はよ

りポジティブに感じるようになり，ネガティブな単語と近いタイミングで提示された無意

味語はよりネガティブに感じるようになった。 
実験２では，活動的に感じる単語（e.g., 若い）と近いタイミングで提示する無意味語と

非活動的（受動的）に感じる単語（e.g., 穏やか）と近いタイミングで提示する無意味語の

評価について検証した。実験２は，実験１とほぼ同様の手続きで実施したが，評価フェー

ズにおける参加者の評価は活動（活動的かどうか）に関する評価とした。実験２の結果は，

活動的に感じる単語と近いタイミングで提示した単語は，条件づけフェーズの前の評価フ

ェーズよりも，条件づけフェーズの後の評価フェーズにおける評価の方が高くなった。し
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かし，非活動的に感じる単語と近いタイミングで提示した単語は条件づけフェーズの前後

の評価フェーズにおける評価に違いがみられなかった。 
調査２では，実験１と実験２で使用した全ての単語の評価（ポジティブかどうか）と活

動（活動的かどうか）の両方の評定について検証した。その結果，実験１における単語の

評価，実験２における単語の活動，それぞれについての評定はうまく統制されていること

が調査１同様明らかになった。一方で，実験２で使用された単語の評価（ポジティブかど

うか）については，活動的に感じる単語は高く，非活動的に感じる単語は低いと評定され

た。この結果は，非活動的に感じる単語の活動（活動的かどうか）の評定を無意味語に結

びつける時に，単語の評価（ポジティブかどうか）の評定が重要であることを示している。

本研究は，複数年継続して行なうことで，その成果を Cognitive Processing において発表し

た（Ando & Kambara, 2023）。    （安藤実彩・神原利宗＊） 
 
２．複数の指示対象と連合する単語と単一の指示対象と連合する単語の学習 

近年，単語と感覚情報の連合学習に関する検証が行なわれてきた（e.g., Armstrong et al., 
2024; Cosper et al., 2020, 2022; Vanek et al., 2021）。一方で，単語と複数の指示対象の連合の

学習が単語と単一の指示対象の連合の学習と異なっているのかどうかについては十分に検

証がされていなかった。本研究は，単語と複数の指示対象の連合学習と単語と単一の指示

対象の連合学習の違いについて検証した。実験では，参加者に単語と２つの図形のペア，

単語と１つの図形のペア，その他に単語のみの条件を学習させた。学習後に，単語と２つ

の図形のペアと単語と１つの図形のペアの記憶成績を比較したところ，単語と１つの図形

のペアの記憶成績の方が単語と２つの図形の記憶成績よりも高いことが分かった。以上か

ら，短期間（１日）における単語と指示対象の連合学習では，単語と１つの指示対象の連

合の方が単語と２つの指示対象の連合よりも学習しやすいことを示唆している。本研究も，

複数年継続して行ない，成果を Word において発表した（Horinouchi et al., 2024）。 
（堀之内滉・劉 芯佚・Russell S. Kabir・小林亮太・服巻 豊・神原利宗＊） 

 
Ⅲ 継続して行なった研究 

１．言語の音と運動の検証 

本研究では，言語の音と運動の関係について継続して検証してきた。先行研究の結果か

ら，言語の音は身体運動に関与することが報告されてきた（e.g., Vainio & Vainio, 2022）。本

研究では特定の言語音が特定の身体部位の動きを促進する可能性を検証した。現在，本研

究の成果を発表するための手続きを進めている。  （神原利宗＊・進矢正宏） 
 
２．単語と指示対象の連合学習に関する検証 

本研究では，イボ語の音声と指示対象の連合を継続して検証してきた。他の研究と同様

に，指示対象が絵で提示された時の方が，指示対象が母語の翻訳語として提示された時よ

りも速く認識することができることを示した。現在，成果発表の準備を進めている。 
（Ukwueze Obinna・Russell S. Kabir・吉尾瑞希・柳本大地・神原利宗＊） 

 
Ⅳ 新たな検証と今後の課題 
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第一に，日本語の単語の感情評価に関する研究結果を成果としてまとめる。日本語の単

語の感情の評価（感情価，覚醒度）リストを作成した研究はいくつか存在する（e.g., 本間，

2014；樋上他，2015；五島，2019；五島，2020；五島・太田，2001）。現在，日本語の単語

の感情価，覚醒度，支配度に関する検証を行なっている。今後，成果を発表することで，

日本語の単語の感情価，覚醒度，支配度を用いる実験を行なう人々が本研究の単語のリス

トを言語刺激として使用できるようにする。それによって，日本語の単語を用いる心理学

研究の発展に貢献することを目指す。 
また，梅本他（1955）のような無意味語の連想価や有意味度についての検証は近年あま

り行われていない状況にある。半世紀以上前には無意味語であった単語も，現代において

は，有意味語になっている場合もある。梅本（1951）は，少しでも意味のある単語（音象

徴語を含む）を取り除き，濁点や半濁点を含む単語を含んでいた。梅本（1951）の単語の

リストは，無意味語を厳格に選定したことから，学習が難しいと考えられた（梅本他，1955）。
また，濁点や半濁点を含む単語は刺激の弁別を妨げると考えられた（梅本他，1955）。この

ような背景から，梅本他（1955）では清音 2 文字の連想価と有意味度の検討を行ない，単

語のリストを作成している。その後，有意味度に関しては，心像性（イメージのしやすさ），

具象性（具体的か，抽象的か），学習容易性（覚えやすさ）とともに検証・リスト化されて

いる（小川・稲村，1974）。また，非単語に関するリスト（川上，1996），単語に関する熟

知価（小柳他，1960），連想頻度表（水野他，2011），親密度や頻度などの語彙特性に関す

る NTT データベースシリーズなどが作成された（e.g., 天野・近藤，1999，2000）。このよ

うな単語のリストの研究は，日本語を用いた心理学研究を発展させるために重要な研究と

なる。単語のリストを作成することによって，対象となる言語の新たな実験研究が実施し

やすくなる。英語の単語に関しては，多くの単語のリストが作成されている状況にある。

英語の単語を用いた研究が多い理由は，英語の単語のリストが多いからかもしれない。 
第二に，ヒト以外の動物における，言語と指示対象の学習，理解に関する解明を目指す。

現在，研究代表者は共同研究者佐々木雅大氏とトドの言語習得に関する共同研究を行なっ

ている（Sasaki & Kambara, in press）。今後，ヒトと動物の言語と指示対象の連合学習の違

いについて明らかにする。また，ヒトと動物が言語を使ってコミュニケーションできる社

会の実現を目指す。 
第三に，研究成果を社会や人々の暮らしに役立てることを目指す。本研究で行なった単

語の評価を別の刺激（e.g., 無意味語）に結びつける研究は，あらゆる刺激に対する評価を

調整することに応用可能である。例えば，対象となる刺激を複数回ポジティブに感じる単

語とペアで提示することで，対象となる刺激をよりポジティブに感じるように調整するこ

とが可能となる。また，特定の言葉（句，文など）が表す好ましさ（感情価），激しさ（覚

醒度）を測定することによって，特定の言葉に対して感じる感情を定量的に表すことが可

能となる。それによって，人々を元気にする言葉の定量的効果について示すことが期待で

きる。今後は，一般の人々が手軽に読める形で成果を発表できるように工夫していきたい。 
第四に，上記記載の他，擬音語と擬態語が表す感覚や感情に関する継続研究，ヒトの左

右認識と言語習得の関係，韻律や韻に関する検証を新たに始動させた。今後，成果発表を

通じて，日本語に関する心理学研究や人々の暮らしに役立てるようにする。 
（神原利宗＊・児玉希夢・林 子函・松永龍弥・王 楠・吉尾瑞希） 
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